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第２７２回 番組審議会 

 

 

１．日 時   平成３０年５月８日（火）１２：００～ 

２．場 所   メトロポリタン盛岡ＮＥＷ ＷＩＮＧ ３Ｆ「星雲 東の間」 

３．委 員   委員総数      ８名 

        出席委員数     ７名（欠席委員数 １名） 

 

○ 出席委員（敬称略） 

      鈴木 厚人（委員長） 

      砂子田 智（副委員長） 

 ―以下５０音順― 

石田 征広 

加藤 裕一 

久慈 浩介 

八木橋 伸之 

役重 真喜子 

       

 ○ 会社側出席者（６名） 

        藤澤 利憲 （代表取締役社長） 

        小原 忍  （取締役副社長） 

        藤原 銀司 （常務取締役） 

        前田 秀男 （取締役技術担当） 

        菊地 十郎 （報道制作局制作部長） 

        武田 知沙 （報道制作局報道部） 

 

○ 事務局   佐々木 久仁子 
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４．議題  『８っぴーサタデー』 

平成３０年４月１４日（土）１０：２５～１１：４５ 

 

５．議事概要 

今回は、４月１４日土曜日午前１０時２５分から放送の「８っぴーサタデー」

を審議しました。議事の概要は、以下の通りです。 

 

●岩手めんこいテレビ制作部 菊地部長からの説明 

 

・この番組は、２０１６年４月に武田知沙アナウンサー、滝澤悠希アナウンサ

ー、リポーターの石黒明日美さんとミクさんの４人をメインにしてスタートし

た生放送の情報番組。番組のコンセプトは、視聴者がハッピーに、幸せになる

ような情報を出していくこと。番組を見た方が「今日の午後、どうしようか」「明

日の日曜日、どこへ行こうか」という行動を起こすきっかけになればという気

持ちで制作している。また、スポンサーからの情報が多くなっていて、スポン

サーと視聴者を結ぶ、つなぐ役割として企画も考えている。 

 

・レギュラーコーナーは「ごはんのじかん」「嗚呼！湯めぐり うためぐり」の

主に２つあるが、あまり枠にこだわらず旬の話題を臨機応変に採用している。

放送は１時間２０分だが、その間にメールやファックスは５００から１０００

通ほど届き、全てに目を通して紹介したいものがあれば、すぐに放送している。

県内裏局も同じ時間帯で情報番組を放送しており、後発となるが「追いつき追

い越せ」の精神で取り組んでいる。 

 

●岩手めんこいテレビ報道部 武田知沙アナウンサーからの説明 

 

・入社２年目の４月に、同期の滝澤悠希アナウンサーと２人でメインＭＣとし

てスタートした。スタート当初は、時間が余ったり、また足りなくなったり失

敗もたくさんあったが、最近はいろんな選択肢を用意できる余裕ができてきた

と思っている。 

 

・心がけているのは、二つ。一つ目は「等身大で伝える」こと。飾らずに、無

理をせずに、背伸びをせずに話をしようと思っている。二つ目は、ゆったりし

た時間を過ごしてもらえるように、感想を長めに話したり、自分が思っている

よりワンテンポ間を空けるといったことを心がけている。うれしかったことは、

自分の話に対して意見を頂くことがあり、そのやり取りで「見ている人と一緒
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に時間を過ごしているんだな」という気持ちになった。視聴者の皆さんにもっ

と参加してもらえるような番組作りをしていきたいと思っている。 

 

●出席した委員からの意見 

 

・内容が盛りだくさんで、サービス精神が全面に出ている番組で感心した。 

 

・栃木県の旅情報で、イチゴの生産高が５０年連続日本一といった情報も出し

て欲しかった。 

 

・テンポが速すぎるので、深く掘り下げるネタも入れてメリハリをつけると良

かったのではないか。 

 

・見ていて飽きないので、さらっと見られるという点では良かった。 

 

・栃木県の雲巌寺まで行って、なぜ中を見せてくれないのか。そういうところ

を見せてくれれば、若者だけではなく、もっと幅広い人が番組の対象になるの

ではないか。 

 

・スポンサーからの情報を紹介していると説明があったが、見終わった後の印

象は、ずっとＣＭを見たという感じだった。 

 

・「嗚呼！湯めぐり うためぐり」のコンセプトが分らなかった。 

 

・土曜の午前中に軽く見て、行動のきっかけにする番組だと理解している。 

 

・ツイッターだとか双方向のシステムを取り入れて、視聴者の情報をアップす

ればもっと良くなると思う。 

 

・土曜日の午前中に見せて週末のお出かけを誘うというコンセプトであれば、

魅力的な番組ではないかと思って見た。 

 

・「ここを見れば今週末の県内の情報、お出かけのお勧めスポットが分るよ」と

いう時間帯を作れば、チェックし易いのかなと思った。 

 

・広告には載らない小さなイベント、小さなマルシェ、誰も知らない住民イベ
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ントみたいなものを紹介するコーナーがあれば、いいのではないか。 

 

・岩手ビッグブルズの試合の様子の放送があってとても良かった。普段のスポ

ーツニュースでは見られない岩手のスポーツ選手の活躍を紹介するコーナーが

もっとあると良いと思った。 

 

・週末を意識すると、隣接県の情報もあると「ドライブに行ってみようかな」

と思えるのではないか。系列局同士で紹介し合うコーナーがあってもいいと思

った。 

 

・いろんな情報があって、５月上旬にドラゴンアイが見られると聞いて絶対行

ってみようと思った。 

 

・番組全体が「目次のない百科事典」という印象を受けた。次に何が出てくる

かあらかじめ分れば「ここまでは絶対見よう」となるんだけれど、そうでなけ

れば途中で止めてしまうのではないか。 

 

６．審議機関の答申又は改善意見に対してとった措置 

 特になし 

 

７．審議機関の答申意見概要を公表した場合におけるその公表内容、方法及び 

年月日 

 

※平成３０年５月９日（水） 産経新聞 東北版 

 

※平成３０年５月１９日（土）午前４時１２分から４時１５分まで「めんこ

いテレビ番審リポート」として放送 

 

※据え置きの書類を作成し、本社受付、各支社に備置き一般の人々が自由に

閲覧できるようにした 

 

８．その他の参考事項 

  特になし 

 

※次回は、平成３０年６月１２日(火)１２時より当会場にて開催予定です。 


